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企業再生イノベーションの 日米比較 件 研究 

0 吉川玄徳，渡辺千般 ( 東工大社会理工学 ) 

王 ． 序 たかに分類できる。 拡大戦略は醜 vers 呵にプラスの 影 

1990 年代の「失われた 1 午 」の間に業績悪化、 破 響を与えることから、 一定朝間の D 士 vvers 町が増加した 

綻 、 清算などの憂き 目に遭遇する 企業が急増した。 そ か 否かに よ り拡大したか。 縮小したかの 区分をするこ 

ぅ した企業は業績改善のための 努力をしたにも 関わら とが可能であ る。 

ず 再生が実現されなかった。 
3    フ・ 7.2  % ダク 跨は ic  月色の乙ま口れ iz クガ 0%  K 托の w 砲 ㎡ gg 

04 年になり業績低迷に 喘いでいた企業が 復調する 

主 事例が見られるよ う になった。 こうした背景 
こノそガ 3 者て万 ょ 

には、 日本経済の回復、 企業再生手法の 多様化、 再生織 90 年代以降。 日本でも S 

構 、 再生ファンドなど 企業再生支援者の 増加、 ターン 戦略の重要な 手段として活用されるよ う になった。 

アラウンドの 認知などの事実が 存在する。 轟 A の統計を測定している レ コフ社によると 日本に 

5 年秋に入り日本経済の 継続的な回復が 伝えられ おける A 市場は互 993 年を底にしてそれ 以降、 拡大 

る 中、 多くの企業が 業績を回復している。 業績悪化後 し続けている。 この上昇カーブは。 日本企業が再生を 

に ニズムが内包されていると 再び成長を始めた 企業には、 考えられる。 その成長を支えるメカ 実現するカーブと 類似している。 
本研究においては、 単なる業績のⅤ 字 回復や。 増収 

を実施するためには、 専門的な 

増益などと企業再生イノベーションを 区別するために、 が 必要であ り、 多くの S 簗瓠 

「業績悪 ィ巳 後の、 営業利益率の 成長率の 3 ヵ年連続 向 

上 」した場合のみを 企業再生イノベーションと 定義す 介して実施されている。 こ う 

る 。 a 曲軸の実施を 通して、 

に関する テ レッジ㊦ 

) を 獲得したことが 企業再生イノベーションに 大き 

く 貢献したと考えられる。 そのため、 企業戦略の採択 

を 活用したか、 活用しないかについて 
売上高、 営業利益、 営業利益率、 営業利益率の 成長率 

を 分析した。 収集したデータは 名目値から実質 値へ置 も分類の切り 口として採用する。 

換 し経済成長の 影響を排除している。 また。 ヂ一タの 3 つパづ拾喋ヲ ， % ぎ押しを 

比較優位を保っために 全企業データは SNA に準拠した 3 ほ ． 1.1 、 3.2.a.2 で説明した切り 口に基づき、 企業再生 

業種分類に基づいて 整理した " イノベーションを 実現に導いた 戦略パスを次の 堪つに 

3 。 仮説 分類する。 
3 づ ・ 7. 拾美 が採択しそ 戟 略の分類 

p 工 拡大戦略を志向し、 外部の S を 活用しない戦略 

3. 刀 ・ 7  D,"" ぽす ゆを実現したか 俺か 
p2  拡大戦略を志向し、 外部の S 慈 こを活用する 戦略 

企業再生イノベーションは 企業努力により 実現され P3 集中戦略を志向し、 自身への SRK(SRK め 投資を実施する 戦略 

た。 企業 は 、 他社との優位性を 確保するために、 独自 P4 集中戦略を志向し、 自身への S 慈 Ⅱ 双緬 ) 投資は実施しない 戦略 

を採択した，戦略は 多種多様な内容が 含ま 

れるが、 大別すると拡大を 志向したか、 縮小を志向し 

  



3.2 つメ Sgetfii ぬ君 ダ リ 押妨 鋒穂 

4 までの全ての 戦略パスは ヨ 

現に寄与しているものと 考えられる。 よって、 以下の 

仮説を設定する " 

軒 五 円の実行が の 実現に貢献した 

の 実現に貢献した 

H3 戸 3 の実行が の 実現に貢献した 

の 実現に貢敵した 

また、 上記の独立したパスが に 個々に貢献した 

ことにより、 業種内の再生 造が 構築され、 さら @ こ 

を 実現しやすい 環境整備がされたと 考えられることか 

ら、 下記の仮説を 設定する " 

且 5  複数の戦略パスが に 貢献する業種環境を 構 

を実現しやすい 強固な再生構造を 構 

築 する。 

各戦略パスと 仮説との関係を 図示すると 池 9. 1 のよ 

うにまとめられる。 
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酊 企業再生イノベーション   

仮説設定に使用したフレームを 元に分析した 結果、 

社の企業再生イノベーションの 実現状 

が多いことが 判明し 

た。 また、 業種により戦略パスの 採択に違いが 見られ。 

よ う にどの戦略パスも 活用する企業が 多い業種もあ れ 

state のように円か 尹荏に 戦略パスが限定 

されている業種もあ る。 

す able  で 

業種別戦略パス 別の企業再生イノベーション 実現企業数 
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9 づ ・ 4 タイア め離路ノ踵よ 拾業 再生イノベーションの 櫛荻 

ま
で
の
戦
略
パ
ス
と
 
企
業
 

荏
 

再生イノベーションとの 関係を回帰分析により 検証し 

結果は 、 次のようになった。 
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回帰分析結果は、 仮説 買 1 を肯定的に説明するものであ った。 

戦略パス 2 陣 外 と企業再生イノベーションの 関係 
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回帰分析結果 は 、 仮説 河 2 を否定的に説明するものであ った。 
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回帰分析結果は、 仮説 H8 を肯定的に説明するものであ った 
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P 嫡出 托摩 ㏄は 0% ぼ匝 i 簗 u 
verification ． accuracy 

    
(6S ． 23) 

唖 酎 ' 簗 -0.056 

(0.62) 
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回帰分析結果は、 仮説 軸 在を肯定的に 説明するものであ った 
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仮説るの検証にあ たって は 、 業種別の各戦略パスに 
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業種別戦略パス 別の企業再生イノベーションの 成功確率の多様性 
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で 。 企業再生イノベーションを 実現した企業数 は 少な 
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を
 
少
 

ないことに原因があ る。 そのため、 

再生イノベーションの 実現率で比較 

よりも高いことが 分かる " 業種別の成功確率の 多様な生 

を叉 (-R,/P 」 o 曲 Ⅹ 孔鞄 (P ソ ぬめ ) として、 業種別の企業 

再生イノベーションとの 関連陸を検証した。 その結果 

は 次のようになった。 

現 確率の多様性と 企業再生イノベーション 

Partial  regresaica  ccofS.aent  / 
" 。 H 丑 ㏄ " 田 "" 。 " 。 ワ 

ト (l-Pl/P@nrlll X I.KlP:@PtKdll 'l 7T4 。 * 。 

仮 ． 6 の 

d 廿 mmy     
㏄ "" 巨 。 " す山     
。   が o 7g0 

肯
定
的
に
示
す
も
の
で
あ
 

を
 
っ
た
 

"
 
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
。
 

が
 
ど
の
 

ま
 

うな戦略を採択しても 企業再生イノベーションを 実現 
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き
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可
能
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こ
と
を
意
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業
 
ま
た
、
 

をより 強鯛 なものとし。 さらに企業再生イノベーショ 

ンを実現する 企業を生産するとい j 関係が成立してい 

ると考えられる。 

米国企業に対しても " 日本企業と同様の 分析を実 

した。 結果は 、 

の
よ
う
に
な
っ
た
。
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ンを 実現していることがわかった。 目木 の 

． 穏 倍の企業が企業再生イノベーションを 

実現していることになる。 この事実は、 9 

年初頭にかけての 両国の経済的な 成長の差異が 影 

響していると 考えられるが。 一方で、 経済的な背景 以 

外に、 日本とは戦略パス 別の企業再生イノベーション 

率が異なることが 特徴的であ る。 

業種別で見ると、 が圧倒的に他業種を 上回る数 

の企業再生イノベーション 実現数を持ち、 次いで。 

  



五皿 e ぎ y  、 Ba Ⅱ 接 、 Elec も㍗ 0 Ⅱ№ a ぬ 

a ぬ spo 民 at,ion において企業再生 イ / ベ 

一 ションの実現数が 多かった。 日米を比較すると、 米 

の 実現 度 が高く 、 

田 en もが低い点で 大きく異なる。 

また、 日米両国において 最も企業再生イノベーション 

の 実現数の多い 業種は eta 軸で共通している。 
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) 日本企業が拡大戦略を 志向し、 外部の s 

ることが、 企業再生イノベーションの 

ることは説明できなかった。 これは、 日本市場で 

鰍購 te 鐸 c 腱 ㏄ 喀抽レ on が増加したのが 9 

からであ り、 外部から獲得した S 

いっていない 現状を表していると 考えられる。 

(c) 日本企業が集中戦略を 志向し、 かつ自社への 投資を 

鞄Ⅱ on を実施する戦略は、 企業 

再生イノベーションの 実現に貢献する。 

日本企業が集中戦略を 志向し、 効率化を図ることは 

㎝の実現に貢献する。 

採択した場合、 企業再生 

率が高い。 これは。 9 

年代から今世紀にかけての 日本企業の再生は、 選択 

と 集中、 効率化を基礎として 薬 されたことを 示し 

ている。 

- 方 、 日本企業を業種別で 分析すると、 企業再生イ 

ノベーションの 実現数の高かつた 7 業種 ( ㎏㎏ 宜ゑ， 

上記 (Cw) の実現確率が 最も高く、 集中戦略を実施しなが 

ら 、 自己投資を行い を 蓄積することを 怠らなか 

っ たことが高い 企業再生イノベーションの 実現に役 

立ったといえる。 

数の戦略パスを 採択できる環境があ り 

か つ 。 その戦略パスを 採択した企業が 企業再生 々  / ベ 

一 ションを実現する 確率が高まることにより、 業 

造 が強固になり。 さらに企業再生 々  / ベーショ 

ンを 実現する企業を 生産することに 繋がる。 

⑬》米国においては、 翌 2 の戦略 / 弍スが 有効 ; こ 働くことに 

より。 日本よりも強い 再生構造が構築されている。 

業種別で企業再生イノベーションの 実現 

において実現数は 少な 

eg においては、 その実現確率が 

47%%0 となっており、 他の戦略パスよりも 高い 

で、 企業再生イノベーションの 実現数の多 か 

が 推進されたため。 P 荏 パスが企業再生イノベーション 

に最も有効に 機能した戦略パスであ ったが U 

肢の獲得も重視されている 点で差異が認められる。 

7. Conclusions 

鱒 ) 日本企業の拡大戦略は、 企業再生イノベーションの 

実現に貢献する。 

  


